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◎力 中

国際ロータリー第2750地 区切芸東力 ,―ク IMが 有  実 ガバ

ナー欄とのもと、ど来賞及び所属 9ク ラブよりの多数の参カロを得

て開催されたこと お 菫び中し上すます 真仰皿つ語氏な討議と

一段σ翔 畦が深めら才■るものと期待いたします 又 こ の会の成

果が後十年の活動に売分に生かされるよう打念まします

鋤 膝 ●財pレディスカッシ勤    司 ~行  ttS  章

テーマ移ラブ導仕―その原点を探ろう』
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て そ の民点を探りながらロータツアンとして い ま何をなす

べきか協議して頂きたい 急愛に満ちた有旨義な会合として頂

ル い エレクト          鶴 木 正三

Pル サー 地区研告副サーター    村 野 順 ニ

Pル  t― Lカ ウンセラー 帥

地区クラブ奉仕安員長         十 蔵寺 新

(司会)クラブ奉仕部PFjこぁる十数委員会の中から 親畦 出席

会自増強 SAAの 4妻員会にスポットをあて、′くネル討議を深

めま十 又 狙 常にセットされたアンケート回答ボタンにより

23項 目の質問に答えて頂きながらディスカッションする全貞参

きた↓、

中 ホストクラブ会長 水野 時行

クラブ喜仕をテーマに夕`ネラーと参力晴が
一
体となった全員参

東京都多中時璃台卜43京 王フラザホテル多摩561号
TE[042(372〕 6463 FAX 042(3フ 2)64gi

Emo"t3magrCOceⅢo ocn nejp

[例会塩]PtEプ ラザホテル多摩 たまつば報

〔例会日]● 毎週水曜日1230 ● 月の最終例会,330

[会 長 ]」 坂ヽ―PE[春  事 ]平 邸行康 [雲 員長]藤 原正悔 [割 委員長]杉 野志保子

ほ  劇 幻尊窪歌 赤尾添雄 藤本吉文」 林ヽ正 関間俊=吉 沢洋員 正房正孝

再生紙使用



力理 て進めま,■

ロータリー全引 (会場参加を 170名 )

Ql:ロ ータリーは自分ことつて勉強になる。

Q2:ク ラブ全員は自分にとつてステータス・

Q31入 会は仕事こ存制になると考えた事がある …

Q41四 つのテストを暗記している …

Q5t出 お寸するときはロータツーバッジを付ける・・

Qi親 建 `友好を深める活動の必要性?その手段、奉仕へのつ

都 りは?

Q:SAA聴 蔵 をどのよう13考えるか?

(遅実 武勘市中>会場増精、遵首等自分の役宮Ⅲ 存泡まを感

じ むしろ楽しし、

<田 中 勿草G>メ ンバーはす博 であることを憶えるに1ま良い

委華 、報,もヨヨ御 長い人がつきキチンと教えること

力必要で 老 若混合の構成がよし、

《司会〉以上を参考に今後の活動に生かして行きましょう.

◎聴

′畝 トル や■一 地区クラブ暮仕カウンセラー 秋山  一

勉強と親畦の両詢 を目指して 1989年 から現在のIMに 変

わりまし′■ 言見交激 こよる情報量の拡大と共キイヒがメイン

となつていまi HI年 RCは 全員滋の危機感からなり小りかま

わぬ会員増強に取和みました力ヽ 今申ま、その弊草を認識しR

C本来つ 神ヽ に立ち返つた活動へと歩を進めていまll

封桜者 参"噺 市者の協力 劣ノメこよる本日の成果を今後の活

動に生かして東り多い事業を推進されることを期待します

力 帥 有山  実

司会進行 福山  な

I 昨ヽ 員長 篠塚 鵡

纂 ,汁 ― 刀ヽ西 弘 純

ル ミナーエレクト 鈴 木 〒
~

げ ノ議 福Hj断

ホストクラー 柴   保
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50%

30%

47%
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(Q8～ Q9)

<斉 様 府中>入 会により友好関係ができ嬉しし、 ボ
ー′レ リヽス

の 「都会の孤独に耐え切れな↓」がRC発 生の原点で 友好

からくる達常が一為

争R~日"白江>同 好会 ,そ行 お酉与も楽しくクラブに溶け込み

力 子を深める直接目的を達成する手段としては軌

く志村 多摩>現 時と暮仕を明確に分けるのでなく 親 蛙を深め

る中で 皆 を春仕の方向にヽく↓

(渡 造 調布>RCは 「フレンドシンブJで なく 「フェローシッ

カ で日標を 1こする同汽 lt t、こ根が二↓ヽこ分かり合え

るともつと暮社につなかる.

伺 会)親 睦の延長に喜仕有りが封本の白句と思わ,■まえ

Q,自 らそしてクラブメン ■ の出席和よ?出 席の重要性とそ

の向上黄は?

<浸 芸 武商市中>辞 める人たちの人Ⅲlま人間剛孫の期 ヒによる。

クラブ奉仕、委員会柿動でのカバーは退会防止 出席鞠向上

につながるこ

く三十嵐 調布むらさき>出 席の良い対 ヨど残つている。内容で

行く行かないもあり 楽 しいプログラムの開発が必曳

<坂 場"白江勿噂川>出 席がクラブ奉仕の氏く 皆のヽに最歯根

の義 発言する機会を増やし存泡まを高めることが肝真

く川島 程成>'～菊売すると出章くなるので すポーター 籍

会長など一声力する.メ イクアップ嶋 用さ

<田 中 勿挙G>RCは ■下無しの対等な関系の人ク兵 まりで

自身を磨いてくれる組織 出席 親 進が活動味

Qi主 体軸こ嬉倒ヨ輸ほんでいるか?Xm9な 方策は?線

筋月沖寧強制 を導親回は?

(討 ↓勿噂>本仕をしようという意設が重要であり 経 i浄状況

に左右されないのが基本

(渡過 調布>ただ数を増やしても連会多し、草前つ役割 活動内

容の充分な説明爆

(二十嵐 調布むらさき>用 資をもっと強調してよし、増強メン

ハーは4Trに よる揃売が望ましし、

<斎藤 府中>会員の自主的な削誘で年間6名増え'■経済状況

会費など厳しい力ヽ それでもと思える内容の訴求必究

<預 田狛江>ロータリーの内容そのものが世岡に周知徹底され

ていなし、情報日共 広報も之三

<坂場 ぢ0江多曰 >会員出こ対応し現在増強中。会費が高いと

の指摘まあるが「より良t社会をrlTに残十」ためのヨスト

と考える一方では経費常J減に努めている.

<口中 多P_G>増 強による人的及び財政的充実による奉仕活動

?力駈 と言うメリントを内外に訴木することが望

◎ロータリーソング『中こ手つないて』

ソングツーター 関戸 達哉

鑑 建

【懇親会】17:3い 19 ilX

◎閣会壊拶

鍵

嚇

申 薄

◎開会接拶

【委員会報旬
◎的離

会員総数     43名

出席義務古欺   42名 (出席刻捺者5名)

出)市殺攻    32名

匁譲      10名 138【 0名)

出席■   76 19%

欠 席 者 :藤原 下範 福島 進 也、萩生回茂夫

ltt仁  昭  Jけ i 幸 彦 F‐H同 後 二

杉山 英 巳 高 木 淳 光 高 野 範 城

玉木 直 実

補賀MUiな し

10/30 最 終訂正出席率 92 86%

(今適fヽ 当 止 房 止 孝)


